
I

ウ
ル
ト
ラ
Q
の
衝
撃

一
九
六ふハ
年一
JJ
ニ
II、
II
IIM一
几
時
か
ら：
几
時
半
の
枠

に、
円
谷

特技
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
「
ウ
ル
ト
ラ
Q」
の

テ
レ
ビ
放
送
が
始
ま
っ
た。
怪
獣
プ
ー
ム
の
起
点
と
さ
れ
る
特

撮
ド
ラ
マ
で
あ
る。
第一
話
か
ら
筍
H
話
ま
で
の
視
聴
凶r
を
放

映
n．
主
役
の
怪
獣
名
と
と
も
に
紹
介
し
よ
う。

一
月

期
を、

獣
プ
ー
ム、

の
論
点
は‘

っ
た。
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ニ
ー

古
代
怪
獣
ゴ
メ
ス・
厭
始
怜
瓜
リ
ト
ラ

i.＂R
ゴ
ロ
ー

ー
1

火
拍
怪
獣
ナ
メ
ゴ
ン

古
代
植
物
ジ
ュ
ラ
ン

冷
凍
係
獣
ペ
ギ
ラ

「
ウ
ル
ト
ラ
セ
プ
ン」
と^
11
わ
せ
て、
円
谷
プ
ロ
の
作
品
は、

怪
獣
プ
ー
ム
の
中
核
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る。
後
に
こ
の
時

子
ど
も
の
枇
界
の
流
行
現
象
の
観
点
か
ら、
第
:
依
怜

四
年
後
の
七
i

年
「
仮
Hli
ラ
イ
ダ
ー」
に
始
ま
る

変
身
プ
ー
ム
を
第
二
次
怪
獣
プ
ー
ム
と
名
付
け
る
こ
と
に
な
る。

こ
の
二
つ
の
プ
ー
ム
は
テ
レ
ピ
業
界
で
の
特
撮
や
ア
ニ
メ
の

類
似
作
品
の
制
作・
放
送
だ
け
で
な
く、
学
年
誌
や
辿
刊
マ
ン

ガ
誌
で
の
掲
載、
主
題
歌
や
玩
具・
遊IIパ・
食
品
な
ど
の
f
ど

も
を
市
場
と
す
る
商
品
の
開
発・
販
光
な
ど、
新
た
な
ピ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
誕
生
の
糾
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た。
M
時
に
こ

七
i

i

i

年
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り、
多
額
の
制
作

代
が
必
要
な
特
搬
時
代
が
終
了
し、
発
行
部
数
を
Jlt
蹄
的
に
拡

大
す
る
マ
ン
ガ
雑
誌
と
辿
動
し
た
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
の
時
代
に
移

行
す
る
社
会
的北II
娯
の
理
解
に
適
111
さ
れ
る。
特
撮
徘
組
を
子

ど
も
向
け
の
「
ジ
ャ
リ
番」
と
格
下
に
み
る
論
の
根
拠
に
も
な

だ
が
私
は、
特
撮
番
組
の
邸
視
聴
率
を
i

時
期
の
流
行
現
象

と
み
な
す
こ
と
に
迩
和
感
を
持
つ。
流
行
と
い
う
社
会
現
象
は、

後
の
社
会
の
骨
格
を
形
成
す
る
力
を
持
つ
楊
合
が
あ
る。
ウ
ル

ト
ラ
Q
に
始
ま
る
特
撮
怪
獣
物
語
の
テ
レ
ピ
放
送
は
そ
の
代
表

例、
と
位
骰
付
け
る
こ
と
か
ら
本
稿
の
課
題
に
応
え
た
い。

四

％
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.
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-
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••
四
％

:
 
··
o
 ％を
超
す
視
聴

山社ぃ‘
.
）
の
針
話
だ
け
で
な
く
「
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン」
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
直
前
の
七
月r-
H
放
送

の
「
四
次．
JC

怪
獣
ト
ド
ラ」
が
括
蹄
す
る
ま
で
の一
ぶ〕
話
中
二

．
罪111
で
達
成
し
た＂
こ
の
数
値
は
七
J1
0
 11
開
始
の
「
ウ
ル

ト
ラ
マ
ン」
令．．．
 九
話
に
引
き
躯
が
れ、
価
辿
已
0
％
台
後
半

を
維
持
し、
四
0
％
を
超
え
る
辿
も
あ
っ
た
(
1

0

視
聴
率
の
分
け
は
枇
僻
数。
―
面＇
前
の一
九
六
四
年
に
開
催

さ
れ
た

束以
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
11
本
中
の
茶
の
間
で
テ
レ
ビ
を

家
族
全
U
で
視
聴
す
る
代
泊
洲
柑
を
広
げ
た。
11

曜夜
七
時
に

:
 
:
o
 ％以
上
と
は、
全
固
の．．
 ＿割
以
t
の
家
庭
の
II
曜
夕
食
時

に、
I叫

辿
新
た
な
怪
獣
の
映
像
が
屈
く
こ
と
を
示
す
の
か
？

そ
の
襄
偽
と
は
別
に、
M
時
期
に
放
送
開
始
の
「
マ
グ
マ
大

使」
や
「
サ
ン
ダ
ー
パ
ー
ド」
と
競
い
な
が
ら、
翌
年
開
始
の

n

視
聴
率
四
0
％
の
視
聴
者
を
求
め
て

ま
ず
間
う
べ
き
は
114
0
％
と
い
う
数
値
を
も
た
ら
し
た
視
聴

行
の
文
像。
そ
の
予
掛
か
り
は
プ
ー
ム
の
社
会
的北
IJ

批
論
に
見

ら
れ
る
二
つ
の
共
辿
成
に
あ
る。
i

つ
は
「
ジ
ャ
リ
番」
と
の

...
Ii11

策
が
示
唆
す
る
f
ど
も
を
視
聴
者
と
み
る
こ
と。
―
i

つ
は
11．瓜

（
人
1
コ
ー
ホ
ー
ト）
の
観
点
か
ら、
一
次
は
団
塊
の
恨
代、

一
次
は
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
の
子
ど
も
時
代
と
煎
ね
る
こ
と。
だ
が、

こ
こ
で
も
私
は
辿
和
感
を
持
つ。
一
九
叫
九
年
生
ま
れ
の
団
塊

の
机
代
で
あ
る
私'11
身
に、
「
ウ
ル
ト
ラ
Q」
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
視
聴
し
た
記
tte
が
な
い
か
ら
で
あ
る。
東
原
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
中
三、
六
六
年
は
心門
か
ら心
1•
]

に
な
る
年、
作
り
物
の

怪
獣
に
シ
ュ
ワ
ッ
チ
と
叫
ぶ
年
齢
で
は
な
い。
た
だ
し、
六
O

年
代
四
国
の
小
さ
な
町
の
我
が
家
の
テ
レ
ピ
に
屈
く
の
は
N
H

K
二
屈
と
民
放一
屈
の
み。
新
聞
の
ラ
ジ
オ・
テ
レ
ピ
番
組
面

に
ウ
ル
ト
ラ
の
文
字
を
見
た
記
枢
は
な
い。
だ
が
こ
れ
は
あ
く

ま
で
個
人
的
な
追
節
に
す
ぎ
な
い。

よ
り
正
確
な
「
ウ
ル
ト
ラ
Q」
と
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン」
の
リ

ア
ル
タ
イ
ム
視
聴
者
を
求
め
て
作
成
し
た
の
が
次
頁
の
図。
最

下
段
に
出
lt
数
と
率、
そ
の
上
に
小
中
学
校
の
在
学
者
数
の
推

移
を
図
示
し
た。
蚊
上
位
に
邸
疫
成
餞
期
を
中
心
に
戦
後
日
本

．．．
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-
＝
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特
撮
怪
獣
ブ
ー
ム
が
も
た
ら
し
た
も
の
は

ー
誰
も
が
主
役
の
成
長
諄
を
求
め
て

静
岡
大
学
名
詈
教
授

馬
居
政
幸

ぅ
士

い

士

さ

ゆ

き

唸
り
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53
テ
レ
ビ
放
送
閲
紺

社
会
の
変
化
を
代
表
す
る
社
会
事
象
を
並
べ
、
そ
の
ド
段
に
附

和
期
の
主
要
な
特
撮
と
ア
ニ
メ
の
放
映

・
放
送
開
始
年
を

t
ド

に
並
附
し
た
。
空
‘
11
の
平
成
期
を
祈
Jllし
て
‘

イ
ダ
ー
の
各
シ
リ
ー
ズ
の
開
始
年
が
八

0
年
ま
で
、
戦
隊
シ
リ

ー
ズ
は
八
引
年
ま
で
を
列
出
し
た
。

と
の
関
係
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、

1
0年
単
位
に
上
下
の
補
助
線
を
引
き
、
年
サ
は
西

ltt、
年
数

の一

九
と
一
10
は
略
し
た
。
本
文
も
脱
則

M
様
で
あ
る

2
0

ま
ず
団
塊
の
世
代
と
の
関
係
を
確
認
し
よ
う
。

四
几
年
小
ま

れ
の
私
が
小

i

i

[

の
五
八
年
が、

小
学
校
在
学
者
数
の
ピ
ー
ク

一

i-i
114九
万
人
。
な
ザ
表
飯
上
位
社
会
山
象
史
を
見
る
と
前
年
に
束

{
凩
タ
ワ
ー
完
成
、
翌
年
は
県
太
子
結
婚
式
と
少
年
マ
ガ
ジ
ン

・

サ
ン
デ
ー
削
刊
が
並
ぶ
。
そ
の
下
段
の
特
撮
史
で
は
、
ハ
四
年

に
五
歳
の
私
は
ゴ
ジ
ラ
に
出
会
い
、

ラ
は
小
六
だ
が
、

ウ
ル
ト
ラ
と
ラ

そ
し
て
ご
つ
の
図
と
年
表

]
九
ハ
0
年
か
ら

月
光
仮
而
は
小
芝、

モ
ス

我
が
家
に
テ
レ
ピ
が
来
た
の
は
小
五
の
以
、

ゴ
ジ
ラ
と
モ
ス
ラ
は
映
圃
館
だ
が
J
光
仮
而
は
軍
器
肘
さ
ん
の

店
先
で
立
ち
見
。
テ
レ
ビ
ジ
プ
シ
ー
と
い
わ
れ
た
時
代
で
あ
る
＂

中
学
校
在
学
者
数
の
ピ
ー
ク
は
さ
一
年
の
七
旦
忍
ル
人
°
皿

七
年
、

四
八
年
、
四
九
年
生
ま
れ
の
団
塊
の
肌
代
全

U
が
中
学
庄

に
な
る
年
だ
か
ら
だ
が
、
中
学
時
代
の
リ
ア
ル
視
聴
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ま
で
。
団
塊
の
世
代
の
特
撮
の
記
憶
（
シ
ョ
ッ
ク
と
感

m
w
3
 

改
め
て
リ
ア
ル
視
聴
の
|
―
巾
行
を
探
そ
う
。
六●ハ
年
ウ
ル
ト

ラ
Q
か
ら
し

一
年
仮
血
ラ
イ
ダ
ー
以
前
の

一
次
プ
ー
ム
期
間
と

爪
な
る
児
常
数
の
グ
ラ
フ
に
は

「少
賄
小
」
と
あ
る
。
ラ
イ
ダ

ー
か
ら
戦
隊
シ
リ
ー
ズ
ヘ
の
二
次
プ
ー
ム
期
間
は
生
徒
数
の

「少
廂
中
」
が
収
な
る
。
少
廂
と
は

11庄
数
図
に
示
す
よ
う
に
、

団
塊
と
ジ
ュ
ニ
ア
と
い
う
二
つ
の
人
11
の
111
の
谷
間
に
あ
る
恨

代
の
名
称
で
あ
る
。
こ
の
出
代
数
の
谷
は
、
現
在
の
少
子
化
と

異
な
り
、
扶
＞
ば
人
11
の
減
少
II
少
賄
化
に
よ
る
負
担
の
軽
減
で

経
済
発
梃
を
布
利
に
進
め
る
「
人
1
ポ
ー
ナ
ス
」
と
国
述
が
名
付

け
た
人
11政
策
の
結
米
で
あ
る
。

H
本
は
六

0
年
を
前
後
す
る

時
期
に
、
子
ど
も
二
人
の
家
族
に
す
る
こ
と
で
翡
朕
成
此
の
社

会
払
盤
11
人
的
再
生
迎
シ
ス
テ
ム
を
再
構
築
し
た
。
そ
れ
は
全

国
か
ら
就
戯
と
進
学
の
た
め
に
都
市
に
移
動
し
た
若
い
男
女
の

家
族
づ
く
り
の
条
件
に
な
り
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
夫
と
専
業
主

m
特
撮
怪
獣
作
品
が
創
る
世
界
と
は

動
）
は
映
両
館
で
の
ゴ
ジ
ラ
と
モ
ス
ラ
だ
が
、
い
ず
れ
も
円
谷

災
；
の
肌
昇
。
ウ
ル
ト
ラ
シ
リ
ー
ズ

ヘ
の
親
近
感
が
学
齢
期
に

息
さ
れ
、
そ
の
愁
梢
は

rIら
の
家
族
形
成
期
に
顕
在
化
し
、
戦

隊
シ
リ
ー
ズ
の
親

f
視
聴
に
つ
な
が
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

図 1 出生数 ・率，小中学校在学者数と特撮 ・アニメ放映の推移
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「
我
々
が
生
き
て
い
る
こ
の
机
界
は
、
・11
然
界
と
の
パ
ラ
ン

W
誰
も
が
主
役
の
成
長
諏
に
挑
む

婦
の
淡
が
二
人
の
子
ど
も
を
学
校
中
心
に
介
て
る

11本
刑
近
代

家
族
が
形
成
さ
れ
る
。
そ
の
モ
デ
ル
が
「
ウ
ル
ト
ラ
Q
」
や
「
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
」

の
映
像
と
し
て
令

l
の
茶
の
間
に
屈
け
ら
れ
た
。

台
所
は
屈
訓
と
繋
が
る
キ
ッ
チ
ン

に
、
食
巾
は
テ
ー
プ
ル

と
イ
ス
、

ft後
は
ソ
ソ

ァ
ー
に
枢
っ
て
テ
レ
ビ
を
11ル
な
が
ら

歓
談
。
パ
パ

は
眼
鋭
を
か
け
て
ベ
ー
ジ
ュ
の
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
、

マ
マ
は
淡
い
グ
リ
ー
ン
の
ワ
ン
ビ

ー
ス
に
，
11
い
エ
プ
U

ン、

兄
は
袖
に
赤
い
ラ
イ
ン
の
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
、
妹
は
卵
色
の
セ

ー
タ
ー
に
グ
リ
ー
ン
の
ス
カ
ー
ト

3

収
に
は
飾
り
棚
と
ク
ー

ラ
ー
が
並
ぷ
。

ウ
ル
ト
ラ
セ
プ
ン
第
じ
胡
「
中

iii囚
人
3
0
3」
の
[
シ
ー

ン
で
あ
る
。
叫
0
％
に
逹
す
る
視
聴
率
は
、
幼
IllJu
期
か
ら
茶
の

間
で
の
視
聴
が
可
能
に
な
っ
た
少
廂
枇
代
だ
け
で
は
小
llf能
。

チ
ャ
ン
ネ
ル
権
を
持
つ
父
け
や
祖
父
け
の
肌
代
の
炒
（
卯
味
関

心
・
問
題
慈
識
）
に
応
え
る
作
品
の
判
の
翡
さ
で
IIJ能
に
な
っ

た
。
憧
れ
の
家
族
セ
ッ
ト
の
映
像
に
、
新
た
な
人
と
そ
の
牛
き
る

場
の
あ
り
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

と
翡
股
化
を
促
進
し
、
物
話
の
合
間
の
祁
品
案
内
か
ら
而
II

皿
案

内
の
物
語
へ
の
変
容
と
椰
楡
さ
れ
た
。
だ
が
そ
れ
は
、
視
聴
平

に
代
わ
っ
て
削
牧
者
の
評
価
＇
選
択
が
特
つ
こ
と
を
慈
味
す
る

。

よ
り
翡
度
な
映
像
技
術
と
子
ど
も
の
好
み
の
個
別
性
に
応
ず
る

梢
密
な
物
紅
皿
の
創
造
へ
の
道
を
拓
い
た
。
そ
れ
は
円
谷
や
金
城

が
描
い
た
人
と
社
会
へ
の
成
11
銃
を
、
新
た
な
社
会
に
生
ま
れ
行

つ
子
ど
も
た
ち
の
誰
も
が
主
役
に
な
る
人
作
を
歩
む
た
め
の

itt

質

・
能
力
宥
成
の
成
長
諏
を
削
り
だ
す
熱
梢
の
源
呆
に
転
換
さ

せ
る
可
能
性
と
選
択
肢
を
秘
め
て
い
た
。
そ
の
結
呆
は
、
少

r

化
に
よ
る
市
場
の
縮
小
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

t・・
釉
の
シ
リ
ー
ズ

が
、
今
な
お

11曜
午
前
、
平
1111十
朝
の
時
間
枠
で
表
現
さ
れ
続

け
て
い
る
こ
と
で
確
認
で
き
る
。

誤
解
を
恐
れ
ず
に
述
べ
れ
ば
、
戦
隊
シ
リ
ー
ズ
は
、
11本
の

テ
レ
ビ
放
送
開
始
以
来
の
蚊
妓
寿
番
組
「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
」
が
担
っ
て
き
た
幼
児
期
の
親
子
に
艮
買
な
モ
デ
ル
を
提

供
す
る
保
脊

・
教
脊
シ
ス
テ
ム
の
サ
プ
シ
ス
テ
ム
と
評
価
し
た

い
。
マ
マ
だ
け
で
な
く
パ
パ
も
巻
き
込
み
、
幼
児
期
か
ら
学
齢

期
ま
で
視
野
に
お
き
、
役
割
モ
デ
ル
と
そ
の
庚
践
化
へ
の
ツ
ー

ル
を
師
週
提
供
し
続
け
て
い
る
の
が
ス
ー
パ
ー
戦
隊
だ
か
ら
で

あ
る
。
円
谷
と
金
城
の
啓
世
の
息
い
の
細
承
と
評
価
す
る
刑
111

で
も
あ
る
。

9
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ス
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
湖
和
と
パ
ラ
ン

ス
の
怯
則
が
、
絶
対
に
JE
わ
な
い
と
い
う
前
提
を

111じ
て
、

我
々
は
安
心
し
て
く
ら
し
て
い
る
。
し
か
し
、
科
学
的
法
則

の
絶
対
は
、
そ
れ
が

tEう
確
木
が
何
ガ
分
の
一

、
あ
る
い
は

何
低
分
の

i

か
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
も
し
、
或
る

H
、

突
然
、
何
似
分
の

一
の
uf能
性
が
現
実
の
も
の
と
な
り
、
奇

妙
な
川
来
|
が
|
—
。

f
和
な
I
I
甜
庄
祈
の
一
川
が
、
歪
み

を
小
じ
た
と
す
れ
ば
…
…
。」
3

「
ウ
ル
ト
ラ
Q
」
を
準
備
し
た
「
ア
ン
パ
ラ
ン
ス
」

の
企
両

k
11

の
}
部
で
あ
る
。
執
惰
者
は
沖
縄
出
身
の
金
城
哲
夫
。
Q
か

ら
セ
プ
ン
ま
で
の
脚
本
作
成
の
中
心
行
で
あ
る
。
「
ウ
ル
ト
ラ

Q
」
は
●
ど
も
番
糾
で
は
な
く
、
i"阿
股
成
長
の
負
の
要
因
へ
の

努
鈍
が
＾
屯
圃
の
脱
点
だ

っ
た
。
條
獣
プ
ー
ム
は
、
制
作
者
の
側

か
ら
み
れ
ば
、
娯
楽
大
作
で
は
な
く
、
社
会
派
ド
ラ
マ
の
ス
ト

ー
リ
ー
と
台
洞
で
構
成
さ
れ
、
円
谷
英
二
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に

倣
す
る
特
撮
映
像
へ
の
拘
り
と
痢
な
っ
て
、

附
と
感
動
を
呼
ぴ
起
こ
し
た
。
だ
が
収
の
翡
さ
は
製
作
代
と
時

間
と
ス
タ
ッ
フ
の
JJ絨
で
維
持
さ
れ
る
。
戦
火
へ
の
怒
り
と
悲

し
み
を
秘
め
た
作
品
制
作
の
然
梢
に
代
わ

っ
て
、
市
場
を
拓
く

ピ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
ヘ
の
山
寸
心
が
求
め
ら
れ
た
。
少
涯
か
ら
ジ
ュ

ニ
ア
ヘ
と
市
場
の
移
動
と
拡
大
へ
の
要
訥
は
、
祁
品
の
多
様
化

〔注
記〕

... ’
 

〇

視

聴
率
は
ウ
ル
ト
ラ
Q
が
ニ
ー
ル
セ
ン
、
ウ
ル
ト
マ
ン
が

ビ
デ
オ
リ
サ
ー
チ

（と
も
に
閲
東
地
区
）。

，11
石
雅
彦
の
①

「「ウ
ル
ト
ラ

Q
」
の
品
代
」
と
②

r
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」
の

飛
翔
し
（と
も
に
双
梨
社
）
を
参
照
。

切

川

牛

数

・
必r
は
人
11動
態
統
川
、
小
中
化
学
行
数
は
学
校

桔
本
曲
木
几
。
特
撮
・
ア
ニ
メ
は
、
本
松
の
考
寮
も
含
め
て
、

911
“
①
③
と
③
鈴
木
災
湖

「昭
和
特
撮
文
化
概
論
ヒ
ー
ロ

ー
た
ち
の
戦
い
は
報
わ
れ
た
か
」
集
英
社
④
氷
川
泡
介

「ア
ニ
メ

100
年
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
」
I
R
D
エ
局
に
学
ぶ
。

③

⑥

Ill
川
仰
千
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
を
削
っ
た
男
金
城
秤
夫

の
小
非
」
朝
11新
聞
社
八
九
頁
よ
り
引
Ill。
金
城
の
足
跡

と
評
価
も
本
湘
に
学
ぶ
°

汝
上
記
①
I
③
に
加
え
て
以
下
の
肉
を
参
考
に
し
た
。

R
円
谷
英
明

「ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
泣
い
て
い
る
」
講
談
社
⑦

コ
ミ
ッ
ク
版
恨
界
の
伝
記
2
2
「PJ
谷
英
二
」
ポ
プ
ラ
社
⑧

「
証
討
ー
・
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」
講
談
社
⑨
実
相
寺
昭
雄
「
ウ
ル

ト
ラ
マ
ン
品
牛
j

筑
欣
肉
．
ぃ
⑩
桜
井
栴
子
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

甘
朴
品
j

小
学
館

⑪
「
証
―

-nl・仮
而
ラ
イ
ダ
ー
昭
和
」
購

談
社
⑫
⑬
沖
昭
tI
'/J
i11
本
の
ア
ニ
メ
は
何
が
す
ご
い
の

か
i

袢
伝
社
、
寄
利
版
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
砂
す
入
門
9

平
凡
社

⑭
「
学
年
誌
ウ
ル
ト
ラ
伝
説
」
小
学
館

⑮
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

大
図
鑑
デ
ラ
ッ
ク
ス
」
ポ
プ
ラ
杜
⑯
「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
大
図

鑑
」
ポ
プ
ラ
社
⑰

「ス
ー
パ

ー
戦
隊
大
図
鑑
」
ボ
プ
ラ
社

⑱
浅
J
D典
彦
「
ア
ニ
メ

•

特
撮
•
S
F

•

映
画
メ
デ
ィ
ア
読

本
j

計
心
社

1|
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特
撮
怪
獣
プ
ー
ム
が
も
た
ら
し
た
も
の
は

I

誰
も
が
主
役
の
成
長
諌
を
求
め
て

リ
カ
ち
ゃ
ん
人
形
の
世
界
ー
ー
女
の
子
た
ち
に
、
も
た
ら
し
た
も
の

過
熱
化
す
る
進
学
熱
ー
ー
学
校
教
育
の
光
と
影

少
年
週
刊
誌
プ
ー
ム
の
到
来
|
ー
「
少
年
ジ
ャ
ン
プ
」
が
も
た
ら
し
た
も
の

葬
式
ご
っ
こ
の
意
味
す
る
も
の
I

非
社
会
的
な
問
顆
行
動
へ
の
転
換

「
ゆ
と
り
教
育
」
の
功
罪
ーー
早
急
に
「
学
力
低
下
」
を
言う
前に

フ
ァ
ミ
コ
ン
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
子
ど
も
た
ち

「
少
年
A
」
は
何
を
示
唆
す
る
か
l

少
年
法
の
規
定
を
め
ぐ
っ
て

「
学
校
恐
怖
症
」
か
ら
「
不
登
校
」
へ

ー
—

学
校
へ
行
け
な
い
子
ど
も
、
行
か
な
い
子
ど
も

発
達
障
害
の
増
加
？
ーー
特
別
支
援
の
必
要
な
子
ど
も
た
ち

多
国
緒
化
す
る
学
校
ー
多
文
化
時
代
の
子
ど
も
へ
の
対
応

小
中

一
貰
校
の
台
頭
ー
ー
そ
の
課
題
を
考
え
る

モ
ン
ス
タ
ー

・
ペ
ア
レ
ン
ト
の

I

要
求
社
会
の
中
で
の
学
校
対
応

「
出
現
」
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子
と
も
に
と
っ
て
の
戦
後
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子
ど
も
た
ち
の
八
月
一
五
H

—
ー
戦
時
体
制
か
ら
の
解
放

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
「
錨
の
嗚
る
丘
」
と
戦
災
孤
児

—
戟
後
の
児
童
椙
祉
の
展
開

新
制
中
学
校
の
誕
生
ー
—
六

・
三
・三
制
の
意
味
す
る
も
の

男
女
共
学
の
実
施
ー
ージ
ェ
ン
ダ
ー
と
教
育

街
頭
紙
芝
居
に
み
る
文
化
環
境
格
差
と
戦
後
の
子
ど
も
文
化

集
団
就
職
列
車
で
の
上
京

わ
が
家
に
テ
レ
ビ
が
や
っ
て
き
た

高
度
経
済
成
長
期
の
子
と
も
た
ち

1: 

船
崎
政
男

有
村
久
春

佐
脳
郡
術

市
川
宏
伸

沢
鯰
達
夫

深
谷
昌
志

石
田
文
三

飯
田
浩
之

小
林
正
幸

野

上

暁

武

内

梢

土
肥
伊
都
子

馬
居
政
幸

汗
谷

H
ぷ

辿
曲
111必

加
曲

刑

細
辻
息

f

加
野
芳

iE

翡
利

上
杉
孝
阿

:1 

I 

ぃ
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子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
考
え
る
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120

早
期
の
集
団
保
育
環
境
で
の
成
長
の
是
非

ー
女
性
の
社
会
進
出
と
保
育
ニ
ー
ズ

「
親
性
」
の
揺
ら
ぎ
と
子
ど
も
虐
待

ス
マ
ホ
世
代
の
子
ど
も
た
ち
＇
ー
リ
ア
ル
と
ネ
ッ
ト
の
融
合
の
中
で
の
成
長

大
学
進
学
率
五

0
％
時
代
の
勉
強
ー
ー
学
歴
神
話
の
崩
壊
の
中
で

少
子
化
社
会
の
中
で
の
子
ど
も
の
育
ち
—
_
子
密
て
支
援
の
必
要
性

編
集
後
記
・
・
・
・
・
・
深
谷
和
子

イ
ラ
ス
ト
・
デ
ザ
イ
ン
岡
田
真
理
子

中
村
飽
子

深
谷
糾
子

藤
川
大
祐

鈴

木

聡

汐
見
稔
幸

I
I
.
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